
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
村
鑑
三
記
念
キ
リ
ス
ト
教
講
演
会 

 
臨
終
の
二
日
前
に
内
村
鑑
三
は
、「
万
歳
、
感
謝
、
満
足
、
希
望
、
進
歩
、
正
義
、
す
べ
て
の
善
き
事
」「
聖み

旨む
ね 

に
か
な
わ
ば
生
き
延
び
て
さ
ら
に
働
く
。
し
か
し
い
か
な
る
時
に
も
悪
し
き
事
は
わ
れ
わ
れ
お
よ
び
諸
君
の
上
に 

未
来
永
久
に
決
し
て
来
な
い
。
宇
宙
万
物
人
生
こ
と
ご
と
く
可
な
り
。
言
わ
ん
と
欲
す
る
こ
と
尽
き
ず
。
人
類
の 

幸
福
と
日
本
国
の
隆
盛
と
宇
宙
の
完
成
を
祈
る
」
と
語
り
ま
し
た
。 

内
村
の
感
化
を
受
け
て
発
足
し
た
九
十
九
里
の
山
武
教
友
会
に
始
ま
り
、
そ
の
後
一
一
〇
年
に
わ
た
り
彼
の
地 

で
の
伝
道
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。 

内
村
は
死
し
て
尚
、
私
ど
も
と
共
に
生
き
て
い
ま
す
。
お
二
人
の
講
師
の
お
話
を
聞
き
、
今
日
の
日
本
・
世
界 

 

の
状
況
を
考
え
つ
つ
、
思
い
を
深
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
来
聴
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

司
会 

 

駒
込
キ
リ
ス
ト
聖
書
集
会   

荒
井
克
浩 

講
演 

「
内
村
鑑
三
と
九
十
九
里
地
域
の
無
教
会
」 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

   
 

無
教
会
大
網
聖
書
集
会 
 

深
山

み

や

ま

政
治

ま
さ
は
る 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

   

「
死
者
と
生
き
る
―
内
村
鑑
三
と
無
教
会
の
霊
性
」 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

批
評
家
・
評
論
家 

 
 

 
若
松
英
輔 

日
時 

二
〇
一
九
年
三
月
二
四
日
（
日
）
午
後
二
時
～
四
時
半
（
受
付
開
始
一
時
三
〇
分
） 

＊
講
演
終
了
後
に
「
講
師
を
囲
む
懇
談
会
」
を
持
ち
ま
す
。 

（
自
由
参
加
、
四
時
四
五
分
～
五
時
半
） 

会
費 

一
〇
〇
〇
円
（
学
生
五
〇
〇
円
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

場
所 

今
井
館
聖
書
講
堂 

〒
一
五
二
‐

〇
〇
三
一 

目
黒
区
中
根
一
‐
一
四
‐
九 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
今
井
館
教
友
会 

（
電
話
）
〇
三
・
三
七
二
三
・
五
四
七
九 

 
 
 
 
 
 
 

 

＊
東
横
線
「
都
立
大
学
」
下
車
七
分
。 

*

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

＊
駅
頭
に
案
内
人
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
チ
ラ
シ
を
必
ず
ご
持
参 

の
上
会
場
の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                          
 

主
催 

内
村
鑑
三
記
念
キ
リ
ス
ト
教
講
演
会
運
営
委
員
会 

      

問
い
合
わ
せ
先 

 

坂
内
（
電
）
〇
八
〇
・
五
四
一
二
・
九
三
八
六 

申
込
み
方
法 

往
復
は
が
き
で
、
往
信
用
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
今
井
館
教
友
会
」
宛

（
右
ご
参
照
）
記
入
、
返
信
用
に
申
込
者
の
ご
住
所
明
記
の
上
ご
投

凾
下
さ
い
。 

定
員
一
二
〇
名
―
先
着
順
。
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
締
切 

二
月
二
〇
日
（
水
）（
必
着
）。 


